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令
和
２
年
度　

第
１
回
全
体
研
修
会

　

テ
ー
マ　
「
コ
ロ
ナ
対
応
意
見
交
換
会
」

　
　
　
　
　

① 

さ
い
た
ま
市
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
の
情
報
共
有　

　
　
　
　
　

② 

介
護
施
設
感
染
症
対
策
支
援
事
業
の
説
明

　
　
　
　
　

③ 
現
場
で
の
不
安
や
対
策
な
ど
交
流
・
意
見
交
換

開
催
日
時　

令
和
2
年
8
月
19
日
（
水
）　

16
時
30
分
〜
17
時
10
分

開
催
方
法　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の
リ
モ
ー
ト
方
式

第
１
回
全
体
研
修
会
は
、
協
会
と
し

て
初
め
て
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
研

修
を
行
い
、
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
５
月
の
総
会

や
全
体
研
修
も
開
催
で
き
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
執
行
部
と
し
て
も
話
し
合
い

を
重
ね
た
結
果
、
「
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら

会
費
は
い
た
だ
か
ず
に
年
間
の
運
営
を

し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
が
決
ま
り
し

た
。
そ
れ
と
「
同
時
に
研
修
も
で
き
な
い

ね
…
」
と
い
う
風
潮
か
ら
、
「
コ
ロ
ナ
な

ん
か
に
負
け
て
い
ら
れ
な
い
！
」
と
、
当

協
会
と
し
て
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の
リ
モ
ー
ト
方

式
に
よ
る
研
修
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
な

り
、
ま
ず
は
40
分
程
度
の
お
試
し
研
修
と

い
う
形
で
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
文
字
通
り
『
コ
ロ
ナ
対
応

意
見
交
換
会
』
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
り
、
ま

ず
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
策
や
対
応
」
に

つ
い
て
会
員
の
皆
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

時
期
的
に
第
一
波
が
落
ち
着
い
た
後

『
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
が
始

ま
っ
た
頃
で
、
第
二
波
が
心
配
さ
れ
る
頃

で
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
色
々
な
不

安
や
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
か

等
の
話
が
、
慣
れ
な
い
リ
モ
ー
ト
の
画
面

の
中
で
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
中
で
も

実
際
に
事
業
所
内
で
コ
ロ
ナ
陽
性
者
が

出
た
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
の
お
話
は
印
象
的

で
し
た
。

陽
性
者
が
出
る
と
、
感
染
に
は
関
係
の

な
い
利
用
者
さ
ん
も
一
定
期
間
お
休
み
い
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令
和
２
年
度　

第
２
回
全
体
研
修
会

　

テ
ー
マ　
「
災
害
時
の
避
難
行
動
と
避
難
場
所
」

開
催
日
時　

令
和
2
年
9
月
24
日
（
木
）　

16
時
00
〜
17
時
30
分

開
催
方
法　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
方
式

講　
　

師　

さ
い
た
ま
市
総
務
局
危
機
管
理
部
防
災
課　

唯
野　

将
央　

氏

た
だ
く
こ
と
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
「
そ
の

利
用
者
さ
ん
が
利
用
し
て
い
る
他
の
サ
ー

ビ
ス
も
休
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
や
、
休
業

明
け
も
コ
ロ
ナ
が
出
た
と
の
こ
と
で
利
用

控
え
が
あ
っ
た
り
、
む
し
ろ
そ
の
後
の
風

評
被
害
の
方
が
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ

と
。
他
人
事
で
は
な
い
な
と
い
う
危
機
感

を
参
加
者
全
員
で
共
有
し
ま
し
た
。

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
扱
う
の
も
参
加
す
る
の
も

初
め
て
、
し
か
も
40
分
間
と
い
う
短
い
時

間
の
中
で
音
声
が
出
な
い
！
消
せ
な
い
！

画
面
が
映
ら
な
い
！
等
の
バ
タ
バ
タ
が
あ

り
な
が
ら
も
、
な
ん
と
か
皆
さ
ん
の
ご
協

力
で
、
初
め
て
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
研
修
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
協
会
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
じ
っ

と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
初
め
て
の
こ

と
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
、
交
流
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
い
で
い
け
た
ら
と

第
２
回
全
体
研
修
会
は
リ
モ
ー
ト

方
式
の
研
修
で
開
催
し
、
さ
い
た
ま
市

総
務
局
危
機
管
理
部
防
災
課
の
唯
野
将

央
氏
を
講
師
に
「
災
害
時
の
避
難
行
動

と
避
難
場
所
」
（
１
．
風
水
害
時
の
避

難
行
動　

２
．
地
震
時
の
避
難
行
動　

３
．
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿　

４
．

福
祉
避
難
所
）
に
つ
い
て
ご
講
義
を
い

た
だ
い
た
。

１
．
風
水
害
時
の
避
難
行
動
に
つ
い
て

は
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、
自
宅
の

場
所
が
ど
の
く
ら
い
危
険
な
地
域
な

の
か
知
る
こ
と
が
必
要
。
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
数
種
類
あ
り
、
持
っ
て
い

な
い
と
き
は
各
区
役
所
の
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
で
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
で
き
る
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
宅
を
確
認

し
た
ら
、
浸
水
し
な
い
場
所
、
避
難

で
き
る
場
所
を
確
認
し
、
避
難
場
所

も
家
族
で
話
し
合
い
決
め
て
お
く
。

ま
た
高
い
場
所
に
住
ん
で
い
る
場
合

（
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
高
層
階
）
で

は
、
水
が
引
く
ま
で
我
慢
で
き
る

か
、
水
や
食
料
の
備
え
が
十
分
に
あ

る
と
き
は
、
危
険
を
冒
し
て
ま
で
避

難
せ
ず
、
自
宅
に
留
ま
り
安
全
を
確

保
し
な
が
ら
自
宅
待
機
も
可
能
。
避

難
行
動
判
定
フ
ロ
ー
で
確
認
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
。

　

避
難
情
報
の
警
戒
レ
ベ
ル
は
５
段
階

あ
り
、
第
３
段
階
で
は
、
高
齢
者
は
避

難
開
始
（
で
き
れ
ば
４
時
間
前
に
避
難

開
始
）
、
そ
の
他
の
人
は
避
難
準
備
。

第
４
段
階
は
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

（
緊
急
）
。
第
５
段
階
は
災
害
発
生
情

報
（
災
害
が
発
生
し
て
い
る
た
め
命
を

守
る
行
動
を
と
る
状
況
）
。

　

避
難
場
所
は
災
害
ご
と
に
、
①
地

震
、
②
洪
水
、
③
が
け
崩
れ
、
④
大

規
模
な
火
事
の
４
種
類
。
指
定
避
難

所
は
２
６
０
か
所
、
要
配
慮
者
優
先

避
難
所
60
か
所
、
福
祉
避
難
所
97
か

所
の
施
設
を
整
備
し
て
い
る
。

　

避
難
所
は
、
最
大
震
度
５
強
以
上
、

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
導
入
し
、
今
後
の
活
動
に
向

け
て
新
た
な
研
修
や
交
流
会
の
形
を
模
索

し
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
よ
う
皆
さ
ん
と

ご
一
緒
に
自
己
研
鑽
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

研
修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員

　
　
　
　
　

副
委
員
長　

澁
谷
知
久
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場
所
に
行
き
、
災
害
が
沈
静
化
し
た

ら
自
宅
を
確
認
、
自
宅
生
活
の
可
否

を
判
断
し
、
不
可
の
場
合
は
一
時
的

に
指
定
避
難
場
所
で
避
難
生
活
を
行

な
う
こ
と
に
な
る
。

　

地
震
へ
の
備
え
と
し
て
自
宅
内
で

家
具
を
固
定
、
カ
ー
テ
ン
は
難
燃
性

の
素
材
、
火
災
報
知
器
の
設
置
、
窓

に
は
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
、
暖
房
器

具
は
耐
震
自
動
消
火
装
置
の
あ
る
も

の
を
利
用
、
出
入
り
口
に
避
難
の
妨

げ
に
な
る
家
具
家
電
を
置
か
な
い
、

就
寝
中
に
家
具
が
倒
れ
て
下
敷
き
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、
備
蓄
品
・

非
常
持
ち
出
し
品
の
用
意
。

３
．
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
つ
い

て
は
、
要
配
慮
者
（
高
齢
者
、
障
害

者
、
難
病
患
者
、
傷
病
者
、
乳
幼

児
、
妊
産
婦
、
外
国
人
等
）
の
う
ち

災
害
時
に
自
分
で
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
で
、
円
滑
で
迅
速
な
避
難
の
確

保
の
た
め
支
援
を
要
す
る
人
の
名
簿

を
作
成
し
て
い
る
。
全
体
名
簿
と
事

前
提
供
名
簿
が
あ
り
、
市
や
消
防
、

警
察
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
自
治

会
、
民
生
児
童
委
員
、
自
主
防
災
組

織
で
活
用
さ
れ
、
現
在
事
前
提
出
さ

れ
て
い
る
人
は
２
９
０
０
０
名
。

　

支
援
内
容
は
、
防
災
地
図
の
作

成
、
防
災
訓
練
の
実
施
、
見
守
り
活

動
、
個
別
避
難
支
援
プ
ラ
ン
の
作

風
水
害
（
洪
水
）
水
位
危
険
度
レ
ベ
ル

３
以
上
、
風
水
害
で
大
規
模
な
被
害
が

想
定
さ
れ
る
と
き
は
、
自
主
避
難
の
た

め
避
難
所
を
開
設
（
原
則
２
日
前
に
周

知
し
台
風
接
近
前
に
開
設
。
避
難
情
報

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
無
線
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
防
災
行
政
メ
ー
ル
、
災
害
時
防

災
情
報
電
話
サ
ー
ビ
ス
、
デ
ー
タ
放

送
、
ラ
ジ
オ
で
確
認
可
能
。

　

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
各
家
庭
に

配
布
さ
れ
て
お
り
、
各
区
役
所
の
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
で
も
配
布
し
て
い
る
。

２
．
地
震
時
の
避
難
行
動
に
つ
い
て
、

災
害
発
生
と
避
難
の
流
れ
は
、
緊
急

避
難
情
報
が
出
た
ら
指
定
緊
急
避
難

成
。
個
別
避
難
支
援
プ
ラ
ン
は
、
要

支
援
者
に
対
し
て
誰
が
避
難
を
担
当

し
、
避
難
場
所
も
事
前
に
定
め
て
お

く
必
要
が
あ
る
が
ま
だ
進
ん
で
い
な

い
の
が
実
情
。
実
際
に
災
害
時
は
、

避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
情
報
伝

達
、
避
難
誘
導
、
安
否
確
認
、
避
難

所
で
の
支
援
が
必
要
に
な
る
。

４
．
福
祉
避
難
所
は
、
高
齢
者
や
障
害

者
そ
の
他
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す

る
配
慮
者
を
受
け
入
れ
る
施
設
。
災

害
発
生
か
ら
お
お
む
ね
３
日
程
度
経

過
し
て
か
ら
開
設
さ
れ
る
。

　

指
定
避
難
所
は
市
と
協
定
し
て

い
る
高
齢
者
福
祉
施
設
等
で
約

１
５
０
０
名
確
保
し
て
い
る
。
直
接

申
し
込
み
で
は
な
く
困
難
度
が
高
い

人
を
優
先
に
保
健
師
が
判
断
す
る
。

昨
年
、
さ
い
た
ま
市
で
は
幸
い
に

死
者
は
出
な
か
っ
た
が
、
水
害
で
自
宅

生
活
が
困
難
に
な
り
施
設
で
の
生
活
者

が
発
生
し
た
。
今
後
も
災
害
級
の
大
き

な
台
風
や
地
震
を
想
定
し
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
自
分
の
身
の
安
全
確
保

と
災
害
時
に
ど
う
行
動
し
た
ら
よ
い
の

か
、
ご
利
用
者
と
話
し
合
っ
て
い
く
必

要
性
を
改
め
て
認
識
し
た
。

令
和
２
年
度　

第
３
回
全
体
研
修
会

　

テ
ー
マ　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
」

開
催
日
時　

令
和
２
年
11
月
18
日
（
水
）
16
時
00
分
〜

開
催
方
法　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
方
式

講　
　

師　

国
際
医
療
福
祉
大
学　

小
田
原
保
健
医
療
学
部　

看
護
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

在
宅
看
護
学
領
域　

教
授　

谷
山　

牧　

氏

第
３
回
全
体
研
修
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
前
回
に
引
き
続

き
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
方
式
で

開
催
し
、
当
協
会
の
会
員
だ
け
で
な
く
、

さ
い
た
ま
市
内
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

等
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
参
加
で
き
る

オ
ー
プ
ン
形
式
で
行
わ
れ
、
83
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。

内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
（
①
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
で

の
経
験
、
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
③
日
常
生
活
の
留

意
点
、
④
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
業
務
で
の
留

意
点
）
に
つ
い
て
、
国
際
医
療
福
祉
大
学

小
田
原
保
健
医
療
学
部　

看
護
学
科　

在

宅
看
護
学
領
域　

教
授　

谷
山
牧
氏
よ
り
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ご
講
義
を
い
た
だ
い
た
。

谷
山
氏
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
内
で
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
、
横
浜
港
に
停
泊
し
て
い
た
渦
中

に
、
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
専
門
員
の
活
動
の
支
援
を
す
る
た

め
に
乗
船
さ
れ
、
ご
尽
力
さ
れ
た
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ

ス
号
は
、
窓
が
な
く
換
気
の
で
き
な
い
客
室
が
あ
り
、
８
畳
程

度
の
部
屋
に
細
長
い
ベ
ッ
ド
２
台
と
簡
易
ベ
ッ
ド
１
台
の
３
人

用
の
客
室
が
あ
る
。
一
人
で
も
感
染
者
が
出
る
と
部
屋
全
員
の

感
染
に
つ
な
が
り
、
次
々
と
感
染
者
が
増
え
て
い
っ
た
。

飛
沫
・
接
触
が
主
な
感
染
源
と
な
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

脂
質
（
油
）
の
膜
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
と
同
様
で
、
油
の
膜
で
お
お
わ
れ
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
や
石
鹸
に
弱
い
た
め
、
手
を
ア
ル
コ
ー
ル
や
石
鹸

で
洗
え
ば
ウ
イ
ル
ス
は
死
滅
す
る
。
手
洗
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
、
マ
ス
ク
着
用
が
感
染
予
防
の
基
本
で
、
「
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
液
を
吹
き
か
け
た
ら
必
ず
ふ
き
取
る
」
「
１
時
間
に
２
回
の

細
か
な
換
気
が
大
切
」
と
簡
単
に
で
き
る
対
策
を
話
さ
れ
た
。

ケ
ア
マ
ネ
業
務
で
の
留
意
点
と
し
て
は
、
「
自
分
自
身
・
高

齢
者
が
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
常
に
考
え
る
」

「
座
る
位
置
を
注
意
し
た
り
、
自
分
の
マ
ス
ク
は
外
さ
な
い
」

「
換
気
が
で
き
る
正
し
い
窓
の
開
け
方
を
一
緒
に
考
え
る
」
。

支
援
で
は
、
活
動
を
抑
制
し
な
い
よ
う
な
促
し
が
必
要
。
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
等
の
訪
問
の
際
、
事
前
に
相
手
の
体
調
を
聞
く
こ
と

や
伊
達
メ
ガ
ネ
を
す
る
な
ど
、
私
た
ち
が
日
々
で
き
る
感
染
予

防
対
策
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
、
谷
田
氏
よ
り
、
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽
し
む
時
間

を
持
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

正
し
い
情
報
を
得
て
、
正
し
い
感
染
対
策
、
原
点
に
立
ち

返
っ
て
き
ち
ん
と
対
策
を
す
る
こ
と
や
十
分
な
睡
眠
等
、
自
己

の
健
康
管
理
を
し
っ
か
り
行
い
、
自
己
の
み
な
ら
ず
他
人
に
感

染
さ
せ
な
い
よ
う
に
徹
底
し
て
い
き
た
い
。
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◎ 第４回全体研修会（在宅・施設合同）
　　開催日時　令和３年１月１６日（土）９時～１２時
　　開催方法　ＺＯＯＭでのリモート方式
　　内容　　　事例テーマ　「施設から在宅へ…在宅・施設ケアマネの連携」
　　　　　　　　　　コメンテーター　　ＮＰＯ法人　介護の会まつなみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副理事長　峯尾　武巳　氏

◎ 第５回全体研修会
　　開催時期　令和３年３月２７日（土）１０時～１５時
　　開催方法　ＺＯＯＭでのリモート方式
　　内容　　　報酬改定と今後の地域包括ケアの展望
　　　　　　　４時間研修（主任ケアマネ更新要件研修含）
　　　　　　　　　　講師　株式会社　日本高齢支援センター　　戸田　正雄　氏　

※ 詳細は、「さいたま市介護支援専門員協会ホームページ」へ掲載しますので、ご確認ください。

さいたま市介護⽀援専⾨員協会 今後の研修予定（ご案内）
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「コロナ禍で、悩み事をなかなか相談できない。」
「誰に相談すればいいか分からない？」
「ケアマネ同士で交流する機会がない。」等々…
色々と悩みは尽きませんが、そんな時は・・・
「あるでしょう！ケアマネ協会が！！」
　　　　
という訳で、ZOOMを活用して『お悩みよろず相談会』を開催します！
まずは、あなたのお悩みを各区の役員、事務局にご相談ください！
その都度、相談内容を確認し、ZOOMでのリモート相談会を企画、
開催したいと思います。

各近隣の区での個別案内や、ホームページで案内しますので、
ぜひご活用、ご参加ください！
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　実施時期　：令和３年２月～４月頃を予定
　　　　　　　　　　　お問合せ先：さいたま市介護支援専門員協会　事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬寿園宝来ホーム　秋田　澁谷まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０４８－６２０－０６００

「よろず相談会」を開催します！

〒 331-0074　埼玉県さいたま市西区宝来 86-1
敬寿園宝来ホーム
連絡先　ＴＥＬ　048-620-0600　　ＦＡＸ　048-620-0601

事 務 局

ホームページ
h t t p : / / www . s a i t am a s h i - k e am a n e . j p　
さいたま市介護支援専門員協会 検索

リモート


